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（様式７）                              （排出事業者用） 

 令和 5 年 6 月 20 日 

 長野県知事 様 

 

令和４年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書 

 

  下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間 令和５年度から令和７年度 

会 社 名 株式会社 北野 

住 所 〒399-9421 

北安曇郡小谷村大字中小谷丙2071番地3 

代 表 者名    代表取締役社長   太田 喜彦 

業   種 製造業     ・    建設業 

処 理 施設 

所 在 地 

（処理施設を有する場合） 

施設名 所 在 地 

  

  

担 当 部署 総務部 

担 当 者名 武田 一男 

 

連 絡 先 

ＴＥＬ ０２６１－８２－２６０３ 

ＦＡＸ ０２６１－８２－２０４６ 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ k-takeda@ktnet.co.jp 

ホームページアドレス  http://www.kitanogumi.wixsite.com/website 

 

１ 総排出量、リサイクル量に関する達成状況  

※計画策定時に採用した指標で記入してください。 

 当年度目標値及び実績値 過年度実績値 

４年度目標値 ４年度実績値 ３年度実績値 ３年度実績値 

総排出量の推移 

（t・kg・㎥） 
1300 536.4 1680 1330.8 

ﾘｻｲｸﾙ量の推移 

（t・kg・㎥） 
1300 536.4 1680 1330.8 

売上高の推移 

（円） 
890,000,000 872,724,212 800,000,000 891,043,118 
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２ 排出抑制、リサイクルのための取組に対する実績  

 

・工事で発生する伐採木は現場施工前の測量により残せる立木を見極めたことに

より、必要最小限の伐採量で搬出を抑制することができた。 

 

・工事解体に伴うコンクリート殻、As 殻は異物、汚れが混在しないようストック

ヤードで仕分け作業を行いリサイクル率の向上に努めた。 

 

・生コンクリート等の発注量は実測、図面により詳細に計算の上、生産工場へ注

文したことにより、材料の余りを軽減させることができた。 

 

・As 合材、砕石等の発注に関しては顧客の指示がなければ再生材材料を使用した。 

 

・仮設工で使用したフレコンバッグは泥汚れなどの付着物を可能な限り除去をし

て処理業者へ持ち込んだ。 

  ※必要に応じ写真等を添付してください。  

 

３ リサイクル製品使用率（％） 

※リサイクル製品使用率＝リサイクル製品（材料）使用量／全体材料使用量（％） 

製品（材料）種別 

当年度目標値 過年度実績値 

 ４年度 

目標値 

 ４年度 

実績値 

 ３年度 

実績値 

 ２年度 

実績値 

As合材 100 88.5 100 46.8 

砕石 90 83.2 82.8 60.2 

     

     

     

全 体     

 


